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司会　 近 藤 雅 樹

コメント　佐々木 利 和

コ メ ン ト

佐 々木 　1990年 代 に入 って イヌイ ッ ト・アー トの市場は飽和状態 になった とい うこと

なんですが,こ れはまさに,ア イヌの クマの木彫 りについても言 えるこ とであ ります

し,ま た,ア イヌの作家が現 時点で直面 してい る問題で もあ ります。

　昭和の初期 に北海道 ・八雲 の徳川農場 で農民の芸術運動 として始 まったクマの木彫

りはスイスか ら輸入 された ものなんですが,そ れが旭 川アイヌを通 じて全道のアイヌ

の人びとの受容す るところ となった。そ してそれが戦後,北 海道 らしさを表象する も

のと して,日 本全国 に広 まり,や がて シャモ(日 本人)の 業者が積極的 に介入 して,

外 国での安価 な大量生産品を市場 に出す ようになる と,ア イヌの木彫 りはまった く売

れな くなって しまった というような状況が あ ります。

　そ ういった状況の中で,私 はこの展 覧会 を拝見いた しま した。 アボ リジナル ・アー

トもそ うなんですが,ア フ リカの もの,そ れか らアマゾンの もの,こ うい う非常 に レ

ベ ルの高い作品がた くさんあるのに,民 博 はどうして今 まで見せ て くれ なかったんだ

ろうか とい う疑問があ りま した。

　それ ともうひとつ別に,絵 画 をもつ民族 ともたない民族 とい うのはあ るん じゃない

か。絵 画作 品を,あ る程度の芸術性 まで高め るこ とので きる民族 というのは,何 らか

の形でその文化 に絵画性 をもっている人たちだろ うと思い ます。

　 クマの木彫 りについては,結 局 自分たちの表現法 に悩んだ結果何 をやったか という

と,野 球 のバ ットを持 ってい るクマだ とか,そ れか らゴルフクラブを持っているクマ

だとか,そ うい った非常 に奇 をて らった表現に入ってい った ものがあ る。踊 るクマ さ

んみたいな ものは,イ ヌイッ ト ・アー トとして もどうなんだろうか と思 うんですが,

実 はその反対側に並んでいたキ リス ト教 とシャーマニ ズム という タイ トルがつ いてい

る作品,キ リス トの 下に二筋の涙を流 しているシャーマ ンが うず くまっている という

図があ りま した。 これこそある意味で は,イ ヌイ ッ ト・アー トのおかれた ような現状,
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あるいはエ スニ ック ・アー トのおかれた現状 を如実 に示 しているので はないか と思 っ

て,非 常 に感動 を受 けた作品なんです。

　アボ リジニ とか イヌイ ットの状 況か らみ ると,ど うもア イヌ ・アー トとい うのはさ

び しいなと思 うんです。彼 らの主たる工芸品はテキス タイルと木彫 りです。彼 ら自身

が絵 を もってお りませ んか ら,芸 術 としての絵 画は現在の ところ存在 しません。 しか

し,今 の芸術教育 を受 けている人たちの中には,非 常 に巧みに絵 を描 く人もいます。

それが芸術 として昇華 して,ア イヌ芸術 に多様 さを示 して くれるような,新 たな作品

の発見が,も しか した らあるか もしれない。

　最後に,私 どもの東京 国 耐専物館 は,昭 和13年 以 降古美術の博物館 とい うこ とにな

ってお りま して,従 来あ りました台湾だとか朝鮮 だ とかア イヌだとか,あ るいは 日本

の フォークロアですね。 そういった ものは陳列の対 象になってお りません,、私が ひと

りで15年 ぐらい前か ら細 々とアイヌの陳列 をやってたんですが,ア イヌ文化振興法が

で きた段 階で,初 めて メイン ・ギ ャラ リーの一角にア イヌ1二芸を展示する場 がやっと

与 えられま した。

イ ヌ イ ッ ト版 画 とヒ ュー ス トン

後小路　 イヌイ ットの版画 と日本の浮世絵が影響 関係 にある というの は,事 実関係か

ら言うと,1957年 に ヒュース トンとい う人が まず イヌイ ットに版両 を紹介 してか らH

本 の平塚 運 一のところに勉強 にい くということですので,お そ らく版画 自体はすで に

紹介 をして,そ の後 に,あ る意味では箔をつ けるために日本に来たのかな と思 うんで

す。平塚運一 に しろ木版画家ですが,素 材が石です し,版 も非常 に単純な ・版ですの

で,日 本の版画 に似ている とい うのは,か な り強引な感 じが します。

　彫刻のほ うです けれ ども,確 か にヘ ンリー ・ムーアの彫刻に非常 によ く似ていると

思 うんです。特 に1920年 代 の一一番初期のヘ ンリー ・ムーアの彫刻 というのは石の直彫

りで,し か もヘ ンリー ・ムー アは大英博物館で,メ キシコとかいわゆるプ リミティブ・

アー トといいますか,非 西洋圏の彫刻をかな り真似を してい ます。 自分な りに多少形

を変 えて ますけれども,そ ういうものを実際 にヒュー ス トンという人が図版 として見

せ て作 らせた可能性 はないのか どうか。あるいはその もとになっているメキ シコの彫

刻やなんかを見せ て,プ リミテ ィブ ・アー トとい うか,イ ヌイッ トらしさはこ ういう

ものだよとい うのを見せたん じゃないか という,そ の辺の可能性 についてはいかがで

しょうか。
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岸上　 ヒュース トンの 自伝が出ていま して,そ の中に彼は次のように書いています。

「浮世絵 は世界に知 られた 日本の古 い版画制作の システムで,北 斎,広 重,歌 麿 など,

多 くの芸術家たちが優れた原画を生み出 して きた。版画 自体は別の 人間が担 当す る。

これに対 し現代 の版画は,一 人の人間が芸術家 と版画制作者両 方を兼ねている。移動

を 日常 とする北極圏の生活や,紙 の供給,色 づ けに必要な熱 などの 条件 を考 え,わ た

しは浮世絵 の システム こそ,白 分たちに最 もふ さわ しいシステムだろうと感 じていた」。

大村 　私 の知る限 りで は,日 本 の版画やヘ ン リー ・ムーアの彫刻の写 真,い わゆる

「プリミテ ィブ ・アー ト」 な どの写真 をイヌイ トに見せ た という事実はないと思い ま

す。

　 日本の版画の導入に関 して重要だったのは,日 本の版画に確立 していた分業(原 画

の作成,版 の作成,刷 り)が,生 業活動 のために移動す る機会が多 くて工房 など1ヵ

所で作業を長期間継続 することをあ まり好 まなかった当時の イヌイ トの実状 によ く適

合 していたこ とです。彫刻 とは違 って,版 画はその制作過程が複雑 で,も し ・人で原

画か ら版の作成,刷 りまでをすべてやっていた ら,よ く整備 された工房 に長期間縛 り

付け られ,生 業活動にでかける暇がな くなって しまい ますか ら,生 業活動 に出たい現

役のハ ンター は興味を もたない。 日本の版 画技術の導人のH的 と意味 はこの分業制に

あ り,ヒ ュー ス トンによれば実際に うま く機能 した。 また,こ の版画 の導入に付随 し

て,原 画 制作者,版 制作者,刷 り師の印 を作品に押す 日本の版画の慣習 も導入 されま

すが,こ の押印の導入 も重要 な意味を もっていた。押印 によって作 品 と作家 を一義 的

に結びつ け,作 る側 のイヌイ トの側 に も,鑑 賞 した り購入する側 の欧 米 ドミナ ン ト社

会の側 に も 「作家」性 を意識 させ,「 イヌ イ ト・アー ト」 を従来の 「匿名」な 「プ リミ

テ ィブ ・アー ト」 としてで はな く,「 美術」 と して 普及 させ るように促 したか らです。

さらに,刷 る作品 の数 を限定 して,場 合 によっては,刷 った後に版 を削 って しまうこ

とに よって希少価値 をだす ことまで しま した。 このようにlI本 の版 画の導入の意義 は

あ くまで も技 術的なものです。

　次 のヘ ンリー ・ムーアや他の 「プ リミテ ィブ ・アー ト」 との影響関係についてです

が,私 の知 る限 り,ヒ ュー ス トンなどがそ うしたいわゆる 「プ リミテ ィブ ・アー ト」

の写真 などを見せ たとい う事実 はない と思います。確かに ヒュー ス トンは,ど ういう

作 品を作れば よいのか を教えるため に図解入 りのパ ンフレッ トを作 り,そ れをイヌイ

トに配 ってい ましたが,そ のパ ンフレッ トには,ム ーアの作 品や他の 「プ リミテ ィブ・

アー ト」の図はあ りません。確か に,そ うした図の中には,ト ーテム ・ポールの図 な

どがあ りますが,後 は,1950年 代 以前の 「歴史時代」に作 られていた彫刻や,当 時,
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カナダ工芸品ギル ドが イヌイ トに作 らせたい と考 えていた篭細工の図な どで,特 にい

わゆる 「プ リミティブ ・アー ト」 を強調す るような要素はあま り強 くなかったのでは

ないか と思い ます。

エ ス ニ ッ ク ・ア ー トと イ ヌ イ ッ ト ・ア ー ト とい う表 現

松山　岸上 さんはエスニ ック ・アー トとお っ しゃって,大 村 さんは イヌイ ト・アー ト

とお っしゃってるんですが,エ スニ ック ・アー トはオース トラリアでは,非 常に具合

の悪い言葉 になっているんです。

岸上　 カナダ も多文化主義 ですか ら,エ スニ ックという言葉は非常 に嫌 ってい ます。

だか らたぶんカナ ダの国の中では使 ってないはずです。 なぜ これを使 ったか というと,

実 はグレーバー ンの1976年 の 『エスニ ック ・ア ン ド・ツー リス ト・アー ト』 という本

の中に出て くる定義に従 いました。 その定義に よると,エ スニ ック ・アー トの特徴 と

い うのは文化的な ものであ り,民 族 間の関係 という もの を象徴 し,非 伝 統的な芸術で

す。商品になっているなって ない ということを強調す るために,意 図的 にぼ くはエス

ニ ック ・アー トを使いま した。後の発表では落 としました。

　 言い方 は複数ある と思 います。ただ,さ っ き言 った3つ の点,文 化的な特徴,民 族

間の関係の交信力,コ ミュニケーシ ョンですね。 それか ら非伝統的 な芸術,こ の3つ

の特徴 を,ぼ くは もってい ると考えたので,1950年 代 以降のイヌイッ ト ・アー トに関

してはある時点 まではこの概 念があては まる と考えたわけです。

松 山　最後で文章か ら抜いた とおっ しゃっているの は,ど このことですか。

岸上 　 「1999年 の 時点で,イ ヌイ ット・アー トの市場 は飽和状態 にあ るとはいえ」云々

の ところです。

大村　 いわゆる 「ポス ト・コンテ ンポ ラリー」や 「ポス ト・モ ダン」 と呼 ばれている

最近の作家たちの中には,「 イヌイ ト・アーテ ィス ト」 と呼 ばれ ることを嫌 う人たちが

出て きてい ます。

岸上　 たとえばアブス トラク ト・スカルプ ター とか名刺に書いて ますね。

松 山　 だか ら,コ ンテンポ ラリー ・スカルプター とい うのは,そ のまま呼べばいいん

じゃないですか。 あえてそれをエ スニ ックとか イヌイッ トとかい う範躊 にはめこむ必

要が よ くわか らない。

岸上　市場に入る経緯 として,こ れは イヌイッ トの ものだよといって売 り出 したんで

す。 イヌイッ トのモチー フが 出ている ということが,ず っと長い間続いて きたわけで
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す。そ うい う意味で,ぼ くは意図的にエ スニ ックをつけ ました。

博物館と美術館

佐 々木 民博 と私 ども博物館 との一番大 きな違い と申します と,私 どもはモ ノをして

語 らしめ よという大原則があるんです。つ まり,こ うい うものをただ置 くのではな く

て,こ のモ ノが内在 している意味 を,観 客 に見てわかるように陳列で工夫 しろ とい う

ことなんです。 これは,帝 室博物館 になってか らですか ら,80年 近 く続 いてい る考え

方の ひとつ なんです。

　 民博 の展示の ように,美 術作品,絵 画作 品の下にそれの関連資料を並べ るとか,い

わば煩雑 さを思わせる ような陳列 は,た ぶんで きないだろうと思 うんです(笑)。

松山　ぼ くの展示が一番煩雑で,い ろんなことをやってるんです。今でこそ絵画を博

物館が標本資料 として集めるようにな りました。けれ ども,ア ルバー ト・ナマ ジラの

絵 も,窪 田さんなんかに集 めていただいたんですけれ ども,そ の ときは正直いって絵

を標本資料 として収集することに抵抗 感があ りました。それ は,標 本資料か という抵

抗感です。そのせいか どうか,た ぶんそのせい と思 うんですが,私 たちが初期に収集

した絵画 には,デ ー タとして有名な人以外 は作者の名前が ない し,制 作年がないんで

す。今度アボリジナルで展示 したのは,そ の中でかろう じて制作年があ った り,名 前

がある もの を選び ました。

佐 々木 　エ スニ ック ・アー トと言えるのか どうかわか りませんが,集 団の作品か ら個

人の作 品へ と転換 してい く過程があ ります よね。これはあ る面では大 きな芸術行為 に

なってい くのではないのか なと思 うんです。そ ういった意味では,今 回の年代が表記

されているとい うのは,民 博 も美術 史的 な意識を必要 とす るような時代が来たのか な

と,思 いま した。

川 ロ　モ ノをして語 らしめ よととい うの は,わ りと昔か ら,大 学の美術史学科 なんか

に行 くと言われるんですが,シ ンポジウムの企画案 を最初にいただきました ときに,

5つ ばか りの問題が番 号を打ってあげ られていて,そ の中にアー トは民族文化 の何 を

表象 しているか という項 目があるんですけれ ども,今 のモ ノを して語 らしめよ とい う

文脈の中で言 うと,私 は,誤 解を恐れず に言えば,ア ー ト自身は何 も表象 しないと思

うんです。そ うではな くて,ア ー トの背後にいるさまざまな人間が アー トを介 して何

かを語 らしめているということはあると思 うんです。ですか ら,そ の人間があるとき

は制作者で もあるだろうし,展 示す る人で もあるだ ろうし,売 買す る人で もあ り,い
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うんな人間が後ろに実は さまざまな恣意的な政治的な思惑でうごめいているんだろう

と思 います。

　 それか ら先ほ ど展示の仕方で,美 術館 と博物館の違い というのがあ りましたけれ ど

も,実 は美術館 の歴史 を見てみると,い わゆる美術館の内部で も,2種 類 の展示の哲

学 というのが,19世 紀 以降あ りま して,教 育 的な美術館,も しくは教育的な展示 と,

審 美的 な美術館,も しくは審美的 な展示,つ ま り審美的な流れ と教育的な流れの2つ

が あって,実 は今われわれがモダン ・アー ト・ミュージアムなんかで非常 になれ親 し

んでい る審美 的な美術館 というの は,非 常 に寡黙で,沈 黙が重視 されて,情 報 は極 力

少 な くとい う展示の形態があるわけですが,こ れはおそ らく出て きたのは20世 紀に入

ってか らだ と思 うんです。やは りニ ュー ヨークの近代美術館の出現が大 きか った と思

うんです。それ以前はわ りと教育的な展示が多 くて,け っこう文章で説 明されていた

例が多かったわけです。

窪田　 オース トラリア とカナダで も,反 対 に美術館の側が人類学博物館 に近づいてい

るなと思 うような事例をい くつか見た ことがあ って,そ れが気になってるんです。

　 たとえばカナダのバ ンクーバーの美術館で去年,ク ワキウ トルの仮面の展示 をみ ま

した。ほ とん ど文字に よる説明 はないんですが,展 示の内容は民博 の展示場にいるん

じゃないかな,と 錯覚する くらいで した。 日本の博物館のほ うでそ ういう歩み寄 りと

いうのは最近 はあ るんで しょうか。

近藤　た とえば兵庫県立近代美術館 に,ず いぶんそういう意識を もってされてた学芸

員がお られま した。博物館の姿勢ではない部分があると思い ます。結局 キュレー ター

の力量次第なんです よね。展示の構成 は。

佐 々木 近藤先生はキュ レーターの問題 だとおっ しゃるんですけれども,そ れ以前 に

上の人が理解 して くれないと(笑)。 やは りそ うい う寛容性のある上司がいる といない

とではぜ んぜ ん違 うんです。

吉田　展示手法その ものは,ど っちか らも今急速に歩み寄って ます よね。だか ら,ギ

ャラリーの中に目隠 しされて入 って しまって,ど っちだ と判断 しろと言われた ときに

は,判 断で きない ような展示がす ごく多 くなっていると思い ます。

アー トにつ く限定詞の問題

吉田　 ただ,そ こで一番大 きな問題 は,そ うやって美術館 と博物館 とい う区別をな く

そ うとしていきなが ら,一 方 は,限 定詞 なしでアー トと呼ばれ,も う一方は どうして
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もイヌイッ ト ・アー トと呼ばれる。 あるいはアフ リカン ・アー トと呼ばれる。あ るい

は場合 によってはエスニ ック ・アー トと呼ばれるとい う点だ と思 います。 もし,ア ー

トというの を横並 びで見 ようとい うのだった ら,最 終的にその限定詞はい らないはず

です。 にもかかわ らず,ア フリカ とかエ スニ ックとい う冠は最後 までついてまわると

い うことです よね。 しか も,ひ ょっ とした ら特定の カテ ゴリーの特定のス タイルをも

った作 品だけが,エ スニ ック ・アー トとか,イ ヌイ ット ・アー トとか,ア フ リカン ・

アー トと呼ばれているのではないか。

　 そこの区別 とい うのは,展 示手法が いか に平準化 して きて,区 別 なくなって も,最

後まで残 ってい く部分です。それは言 いか える とエ スニ ック ・アー トを消 費 している

われわれの側の中にある大 きな壁 なのであって,お そ ら くこのエ スニ ック ・アー トと

文化の表象の問題 に とって,そ の部分が一番大 きい問題だろうと思い ます。一方で,

表 象され る側,展 示 され る側か ら言 うと,た とえば北米のナチュラル ・ヒス トリーの

ミュージアムの中で考古学遺物 だ とか,動 物の剥製 と一緒 におれた ちの ものを並べ ら

れるのは困 るとい うので,ア フリカ系の アメリカ人の反対があって,ア フ リカで生み

出 されたもの を博物 館 に展示するこ と自体が難 しくなって きています。た とえばニュ

ー ヨークの アメリカ ン ・ミュージアム ・オブ ・ナチ ュラル ・ヒス トリーのアフ リカ展

示 というの は,い まだにどうやって変 えるか という議論が続 いてい ます。 ス ミソニア

ンのアフリカ展示 も閉鎖の ままです よね。

　 われわれの側に何 とな くアー トのほうが上で,ア ー トでないもののほ うが下だ とい

う認識があ って,美 術館のほ うがステー タスが上で,博 物館 は下だ とい う先入見があ

る以 上は,た とえばアフリカン ・アメリカンたちが 自分たちは博物館 の中では表象 さ

れた くない とい うのは当然だろ うと思 うし,そ れをまった く非難で きないだろうと思

い ます。

　私が2年 前,川 口さんと一緒にやったあの 「異文化の まなざ し」 とい うのは,ま さ

にその区別 を一度展示 とい うものを通 して問いなお してみようとい う試みだったんで

すが,結 果的 には問いなおせなかった。結論か ら言 うと,壁 というのは博物館や美術

館 という機関その ものよ りもむ しろお客 さんの側 にあ る。お客 さんの側 に,博 物館に

行 くときの構 えと,美 術館に行 くときの構 えがぜんぜん違 うんです。われわれ はまっ

た く同 じ展示 を美術館 と博物館でやったんです けれ ども,お も しろかったのは,民 博

でギャラリー ・トークをす ると,そ れをめがけてお客 さんがいっぱい来て くれ る。 と

ころが,世 田谷では……,1回 や られたんですか。

川 ロ　 いや,2,3回 や りました。

109



　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 国立民族学博物館研究報告別冊　22号

吉 田　世田谷で,ギ ャラリー ・トークを催す と,ア ンケー トが来て,土 曜 日とか 日曜

日にギ ャラリー ・トー クをやるのは避けてほ しい。鑑賞の邪魔 になる。 と文句 を言わ

れ ると言 うのですね(笑)。 博物館の中だった ら,新 たに学ぶ,あ るいは新 たに考 えて

み るとい うこ とを許容 して も,美 術館へ行 くときには考えた くない,学 びた くない と

い う。鑑賞 とはおそ らくすで に確立 された価値の再確認 だと思 うんですが,美 術館 に

お客 さんが要求 しているの はそ うい うものなんだろ うと思い ます。

川口 　大村 さんが発表の中で,自 分をイヌイ ト ・アー ティス トと呼 んで もらった ら困

る というふ うに拒絶 している とい うお話が出て きたと思 うんです けれ ども,そ れはま

さに社会全体がそ うい う価値 観 ヒエ ラルキーを共有 していることを彼 らは敏感 に察

知 していて,下 位 に,劣 位に押 しや られるのはいやだ,と いう拒絶の表明だ と思 うん

です。

　エスニ ックをつけるかつ けないか とい うような問題は,確 か に形容詞の問題で しか

ないんです けれ ども,実 は形容詞 をつ けるつけ ない というのが,す ご く大事 な問題 で,

この シンポジウムを貫 く,少 なくともひ とつの大 きな柱で はないかなと,私 自身は思

ってお ります。
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